
■法人の概要

■農業参入の概要　（参入年度：平成２４年度）

■農業経営の概要

■農業参入の動機・きっかけ・目的

■取組の概要・特徴

■課題及び今後の事業展開

株式会社 小林電機 

法人名   株式会社 小林電機 
 代表者   代表取締役 小林一夫 
所在地 〒692-0014 安来市飯島町５２５－１ 
電話     ０８５４－２２－０２３８ 
設立     昭和62年1月 
組織構成  従業員167名 

参入形態    直接参入 
事業の種類   水稲、施設園芸（トマト） 
資本金 
（関連会社） 
（業種） 

経営規模   水稲13ha、中玉トマト1,269㎡ 
従業員等   7名 
年商     
投資額 
主な販路   直販ほか 

・耕作者が高齢化し、後継者のいない中山間地域の農地が増えるなかで、農村集落の維持に寄与
することを目的に農業へ参入。 
・農地中間管理事業を活用し、2.2haの農地を借り受けて水稲栽培を開始した。 

・付加価値の高い農産物生産に取り組み、養液栽培による高糖度トマトを生産している。 

・水稲は生産コストを抑えるため、田植機やコンバイン等の農業機械や育苗・乾燥・籾摺り・選別・貯蔵・精米

等の設備を全て自社で保有し、栽培から販売まで一貫して行っている。 

遊休農地の発生防止を 
通じて地域振興に貢献 

   します！ 

・農業参入は本業とは異なる分野ではあるが製造業のノウハウを生かし、生産コストの低減、農産
物の高付加価値化や加工品の開発、販売方法等を工夫して安定した利益向上を目指す。 


